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ココカランポ＃ 2　実力派演劇人によるリーディング公演　江戸川乱歩「芋虫」 

江戸川乱歩 作家デビュー 100年

大阪・関西万博をきっかけに、名張の産業を元気に

名張市産業活性化推進協議会（通称 ナウダツ）名張市産業活性化推進協議会（通称 ナウダツ）NNAUDATSU 始動
今（ナウ）、立ち上がる・名張にうだつを上げる 2023年 5月 2日設立ナウダツナウダツ
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三重県や公共交通、
流通関係の民間事業者

東奈良名張ツーリズム
  ・マーケティング
（広域観光組織／通称ENN）
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なばりEXPOチャレンジ
マーケティング  ▶「売れる看板商品」の企画と販売戦略

　大阪・関西万博(2025年4月～10月）
の開催を契機に、5月 2日、名張市や商
工会議所、観光協会などが連携し、産業
活性化に取り組む「名張市産業活性化推
進協議会」を設立しました。

　市内への観光客のうち日帰り客が8割
を占め、観光消費額が低迷する中、協議
会の目的は、名張市への観光誘客と観光
消費を拡大させ、市内経済の活性化を図
ること。そして、地元産品の観光分野で
の販路の拡充に取り組み、市内での経済
循環を創出することにあります。マーケ
ティングに基づき、体験型ツアーや特産
品など「売れる看板商品」の企画と販売
戦略を確立していきます。

　設立総会で北川市長が会長に選ばれ、
「万博はビックチャンス。民間の力を発
揮していただきながら、産業を活性化さ
せていきたい」とあいさつ。委員からは
「有機農業が盛んだが、安価で売ってい

る現状がある。流通や PRの強化を」「体
験型の観光コンテンツや地元ならではの
お土産にニーズがある」「スピード感を
持ってやる必要がある」といった意見が
出されました。

　協議会の通称は、「今（ナウ）、立ち上
がる」「名張にうだつをあげる」との意
味を込めて、「NAUDATSU（ナウダツ）」
に決定。2019年度から 2026年度にか
けて、市内宿泊客の年間延べ人数を 4万
6千人から 6万 5千人に、来訪者 1人
1回あたりの旅行単価を 9,582 円から
13,000 円にするなどの目標を掲げてい
ます。

　今後、新しい総合計画「なばり新時代
戦略」の重点プロジェクト「おこす」（産
業をおこす・若者でにぎわいをおこす・
地域と多様に関わる人々をおこす）を具
現化し、産業で自立する元気な名張を目
指していきます。

　設立総会の後、元観光庁長官
で、公益財団法人大阪観光局の
溝畑宏理事長が講演。「外国人
観光客を大阪から各地へ送客す
る仕組みを作りたい。忍者をは
じめとした歴史・文化や日本の秘境を思わせるオオサンショウウオ
など世界が求める魅力を名張は兼ね備えている。万博をきっかけに、
一緒にインバウンドを盛り上げていきましょう」と呼びかけました。

インバウンドを見据えてインバウンドを見据えて

主催したココカランポ実行委員会の皆さん。右端
が三浦貴司さん。右から 2人目が中田俊昭さん。

「町家のかっこいいな！を共有したい」と中田さん。登録文
化財となっている建物を中心に、その魅力を紹介した。

リーディング劇として上演されたのは、江戸川乱歩の短編小
説「芋虫」。戦争で四肢と聴覚、声帯を失った男とその妻の
心情を描く物語だ。「文化レベルの高い金沢で、演劇や舞踏
の分野で精力的に活動している二人に出演を依頼。質の高い
公演となった」と三浦さん。市内や大阪、滋賀などから訪れ
た観衆は、どっぷりと乱歩の世界に引き込まれていった。
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江戸川乱歩の作品を「リーディング劇」で楽しむ「ココカラン
ポ」の第 2回公演が、5月 13日、やなせ宿で開催。昼と夜

の 2回公演とも満席で、合わせて 60人が参加しました。

乱歩生誕地にある町家の雰囲気を十分に生かした、ここでしか
できない演出となったのでは」と、主催者のひとりで、舞台

製作に携わる三浦貴司さん。公演の合間に、やなせ宿付近の町家
を案内した中田俊昭さんは、「町家も乱歩も劇もひっくるめて、名
張の魅力として発信できた。乱歩作品の楽しみ方を、これからも、
ここ名張で提案していきたい」と、手ごたえを感じていました。
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